
裁判所の広報について 
 

    岡山地方裁判所 
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第３３回地裁委員会 



  裁判所が裁判事務を円滑に行い，司法の機
能を果たすためには，裁判所への国民の理
解と信頼が不可欠 

 

裁判所の広報活動の必要性 

  裁判所の制度や裁判の仕組みを国民に分
かりやすく伝え，正しく理解してもらい，
利用しやすく分かりやすい裁判を行う 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは，はじめに，裁判所の広報活動の必要性についてご説明します。裁判所が裁判事務を円滑に行い，司法の機能を果たすためには，裁判所に対する国民の理解と信頼が不可欠です。もちろん，裁判所に対する国民の理解と信頼は，第一に，現に行っている個々の裁判を，適正迅速に行うことを通じて培われるものですが，ウェブサイトやパンフレット等を利用して，裁判所の制度や裁判の仕組みを国民に分かりやすく伝え，正しく理解してもらうことにより，利用しやすく，分かりやすい裁判を実現できると考えています。



裁判手続に関する広報 
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パンフレット 

裁判所ナビ 

 

法廷ガイド 

 

その他の各種リーフレット 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
裁判所の手続を分かりやすくご説明するために，どのような広報を行っているかについて御説明します。裁判所の手続を説明するツールとして，裁判所では，各種手続のパンフレット等を作成し，窓口で配布しています。お手元に，一覧表及びリーフレットを配布しておりますので，御覧ください。これらは最高裁判所が作成しており，全国の裁判所で統一です。「裁判所ナビ」は裁判所や裁判の制度全般について一通り説明し，裁判所についての基本的知識を提供することを目的としたパンフレットです。「法廷ガイド」は裁判傍聴に関する基本的事項や裁判手続の概略を説明したリーフレットです。



裁判手続に関する広報 
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裁判所ウェブサイト 
裁判手続の基本的な説明 

 裁判所が扱う事件の種類 

 管轄区域 

 申立て等で使う書式 

 裁判例情報 

 司法統計 

 動画配信 

 オンライン手続 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
裁判所の手続を分かりやすくご説明するための方法として，「裁判所ウェブサイト」においても，裁判手続の基本的な説明を行っています。裁判所では，「ウェブサイト」を情報発信の重要なツールとして位置づけているのですが，具体的には，裁判所が扱う事件の種類にはどのようなものがあるのか，裁判の管轄はどこになるのか，申立て等を行う際に利用することができる書式等について説明しています。裁判員制度の広報用に制作された映画等の配信も行っています。



組織についての広報 

 

見学，傍聴案内情報 

裁判所について 

採用試験情報 

関連サイトへのリンク など 

裁判所ウェブサイト 
最高裁ページ 

下級裁ページ 

・組織 
・仕事 
・予算，決算 
・各種委員会 
・公表資料 
・環境施策 など 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
裁判所の「手続」についての広報を御説明しましたが，裁判所を利用しやすいと感じていただくためには，裁判所という組織についても理解していただく必要があると考えています。そのために，裁判所ウェブサイトでは，裁判所の組織，規則集，裁判例情報等の裁判所全体にかかわる情報を発信しています。（平成１７年４月には知的財産高等裁判所ウェブサイトが，平成１７年１１月には裁判員制度ウェブサイトがそれぞれ開設されています。）



組織についての広報 

広報誌「司法の窓」 

 

広報用ビデオ 

パンフレット・リーフレット等 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また，裁判所を知っていただくためのパンフレット等も作成しています。「司法の窓」は広報誌で，解説記事，資料等により裁判の仕組みや制度を紹介するほか，対談や「海外司法スケッチ」，「裁判所めぐり」などの随筆等を掲載して，裁判所に関する様々な話題を提供し，裁判所を身近に感じてもらえるように配慮しています。最高裁が広報用ビデオも作成しており，団体見学時や各種行事で上映したり，一般に貸し出す等して利用しています。お手元に，広報用ビデオの一覧表を配布しておりますので，御覧ください。



岡山地方裁判所の広報 

岡山地方裁判所について 

所長紹介・挨拶・メッセージ 

裁判手続を利用する方へ 

県内の裁判員制度関連情報 

見学・傍聴案内 

管内の裁判所の所在地・電話番号 

委員会 

広報活動 

 

ウェブサイト 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで，裁判所全体の広報活動として説明してきましたが，次に，岡山地方裁判所独自の広報について御説明します。まず，岡山地方裁判所のウェブサイトでは御覧のような項目を掲載しています。（すべてを説明するか，どれかを強調するか。）



岡山地方裁判所の広報 

小学生５，６年生及び保護者を対象 

模擬裁判（裁判員裁判） 

裁判官への質問コーナー 

法廷見学，記念撮影 
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夏休みジュニア法廷 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
岡山地裁の裁判員裁判制度に関する独自の広報活動の一つとして，「夏休みジュニア法廷」を実施しています。これは，小学校５，６年生とその保護者を対象にして，模擬裁判や法廷見学を行うことで，裁判所の業務の一部を体験してもらい，裁判所を身近に感じてもらうこと及び保護者に対しては，特に裁判員裁判制度の理解を深めてもらうことを目的として実施している行事です。平成２７年度も実施を予定しています（この頃には日にちも確定している。）。



岡山地方裁判所の広報 
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出前講座 
ＤＶＤ視聴 

裁判官による講義 

質疑応答 

裁判員裁判イメージシート 
裁判員裁判の進行の概要 

 エレベーターホール・エレベーター内 

 １階インフォメーションコーナー 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
裁判員裁判は，裁判員となられる方，すなわち国民の方の御理解と御協力が不可欠の制度です。裁判所ウェブサイトには裁判員制度説明のためのサイトも開設されており，制度の説明や，裁判員裁判の実施状況等が掲載されています。また，裁判官を含めた裁判所の職員が，団体等の依頼に応じて「出前講座」も実施しています。岡山地方裁判所では，平成２７年４月に民間会社において出前講座を実施しました。（概要説明）また，来庁者の方に制度の理解を深めてもらえるよう，庁舎内での広報も充実させています。お手元にイメージシートの一部を配布しておりますので，御覧ください。



岡山地方裁判所の広報 

 憲法週間（５月１日から５月７日まで） 

 無料法律･人権相談所の開設 

 （裁判所，検察庁，法務局及び弁護士会との共催） 

 裁判所見学ツアーの実施 

「法の日」週間行事 
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憲法週間行事 

 「法の日」週間（１０月１日（法の日）から１０月７日まで） 

 無料法律･人権相談所の開設 

 （裁判所，検察庁，法務局及び弁護士会との共催） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５月１日から５月７日までの憲法週間には，憲法の精神や，司法の機能を国民に理解してもらうため，裁判所が法務省，検察庁及び弁護士会のご協力をいただきながら，憲法週間行事を実施しています。「法の日」週間は，１０月１日（法の日（そもそも昭和３年１０月１日に陪審法が施行されたことに起因する），これは昭和３４年１０月に開催された裁判所，検察庁及び弁護士会の三者協議会の決議を受けて，翌昭和３５年６月に政府が１０月1日を「法の日」と定め，国を挙げて法の尊重，基本的人権の擁護，社会秩序の確立の精神を高めるための日としたものですが，この日）から７日までで，この期間についても，裁判所，法務省，検察庁及び弁護士会が協力して，法の支配の重要性を国民に理解してもらうことを目的として，全国で各種の行事を実施しています。岡山地方裁判所では，憲法週間行事，法の日週間行事として，例年，無料法律・人権相談所を開設していますが，平成２７年には，憲法週間行事として，裁判所見学ツアーを実施しました（この内容を強調？）。
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